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初秋の候、残署が厳しい中 皆様如何お過ごしでしょうか ?
平素は北桜美会 (楽園)の行事に参加頂きまして誠にありがとう

ございます。
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1)10月 22日 Q生駒市主催健康ウォーク往馬大社を訪ねるコース
多くの皆さんの参加をお願い致します。(参加申込はラインで

又、参加されます方には詳しい資料をお届けいたします。)

2)10月 28日ω 田舎暮らしから、たまには都会をのぞきに行きま
せんか ?大阪駅北側緑地公園周辺を散策します。(参加申込はラ

インで、但し申込は先着10名様迄とさせていただきますのでご

了承くださいませ。)

3)10月 29日 0誕生会です。(後日改めてご連絡させて頂きます。)
4)10月 30日閑校区モルック大会(いきいき広場 13時30分～16時 )
鹿ノ台北モルック倶楽部より5名が参加します。
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①ll月 1日0交流輸投げ大会(いきいき広場 10時～11時30分)
北桜美会より7名参加します。

②ll月 4日ωクニちゃんサロン久しぶりです。(国田家に於いて)

③ll月 9日個)収穫祭(孫たちと一緒に楽しみましよう。)

④ll月 20日困健康ウォーク くろんど池周辺を巡るコース

①健康マーゾャン、マージャン勉強会等は今月も盛況でした。

但、エアコンの効きが悪く熱中症対策を考える必要だとの意見

②モルックも大変暑い中、次の試合をと中央公園にて頑張ってます

③カラオケは4人と寂しく過ごしました。

④いきいき百歳体操第5週は映画(風と共に去りぬ)を上映しました

が思いの外、多くの皆さんが来られました、上映時間が予想より

長く3時間45分もあり少し疲れた様子でした。
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行事予定

行事 日程 時間開催場所等
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健康マープャン 10/1的14ω15●250 12時30分～北集会所2階ホール

いきいき百歳体操 10/3縦)⑩(017綸Ю0 13時30分～○印は掃除クニちゃん体操

健康で老いる勉強会 10/5日 (日 ) 13時 30分～北集会所2階ホール

お弁当会 10/13日鯛) 11時～北集会所1階和室

折 り紙教室 10/7日 (火) 10時～北集会所1階和室

うぐいす会 10/1日的150 13時30分～北集会所1階和室

書道の会 10/14日 (火)10/25(土 ) 13時30分～北集会所1階和室

いきいきホール掃除 1()/21[ヨ (メ () 10時～いきいきホール

モルック倶楽部 10月 2日 (木)8日 028日 (火) 9時～中央公園にて

校区モルック大会 10/30体 ) 13時 30分～いきいき広場にて

カラオケ倶楽部 10/19日 (日 ) 13時～カラオケ喫茶えん

誕生会 10月 29日③ 12時～北集会所2階ホール

2=b*A,ta>
健康ウォーク 10月 22日的 往馬大社を訪ねるコース

いきいき百歳体操第5週 10/311ヨ

“

υ 13時30分～映画鑑賞(若草物語)

近郊を歩こう 10月 28日 (火) 大阪駅北緑地公園(携帯電話必須 )

役員会① 10/11〔L) 13時30分～北集会所1階和室
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[戦争への道僕 は許 さない]

1940年 6月 広島市の大手町で生まれました。父は45年 5月 肺病で亡くなりました。

太平洋戦争中に召集され、インドネシアに出征し、病気に成って帰って来ました。入院

先の病院に見舞いに行っても、病室には入れなかった私たちに、2階の窓から父が手を振

ってくれたことを覚えています。

父が亡くなった後、大手町から吉島羽衣町にあった父方の祖父の家に、母、2歳下の妹、

3歳下の弟と4人で引越ししました。祖父は広島の刑務所の刑務官でした。離婚して帰って

いた父方の伯母も同居していました。母方の祖父が、「広島は危ないから福岡県の田川の

家に帰ろう」と言ってきて、8月 5日、伯父と一緒に私たちを迎えにきました。荷造りを

済ませると、伯父は仕事があるからと一足先に帰り、祖父はせっかく来たのだから翌朝

の朝食を食べて帰る事になりました。それが命の別れ目になりました。6日 の朝の広島原

爆投下で、爆心地から1.7km地点にあった家は、一瞬にして倒壊し、火災も発生。母方の

祖父と1歳だった弟、伯母は、倒れた家の下敷きになって亡くなりました。母は抱いてい

た弟と一緒に、地下室に落ちて下敷きになりました。母は自力で這い出してきましたが、

必死で弟を抱いてたはずが枕を抱いていたそうです。妹と私は助かり、なぜか無傷でした

原爆投下時まだ5歳だったので、町の様子はあまり覚えていませんが、「次号に続く」


